





































一五丁（序半丁「一（オ） 」 、目録半丁「一（ウ） 」 、
本文一三丁半「二〜十 （オ） 」 、余白半丁「十五（ウ） 」 。
巻中
　



























































































































（巻上）七夕の夜、江戸の人々が遊山船に興じる頃、語り手は花火見物もよかろうと両国橋の辺りに船を出すと、白い吹き流しの女船と赤い吹き流しの男船がしずかに出会う。男船には座頭に按摩をとらせる若衆、女船には一五、 六歳の娘とその母親、その他両船 は腰元たちが乗船している。女船より声をかけ、座頭が若衆と娘を取り持つ。両船は酒機嫌となり、若衆は三味線、娘は琴、座頭は尺八を奏し、腰元たちも踊り歌い、陸の観客や辺りの遊山船もこの踊り船に興じる。夜も更けて遊山客が帰路に就く中、 両 は静 に暁まで酒宴を続け、 人々は不審がる。語り手は座頭と知り合いで、その事情を後日尋ねると、若衆と娘はそれぞれ武家の二男と一人娘で許嫁の仲であるが、輿入れがまだ叶わない娘は恋煩いとなり 娘の姥から相談を持ち掛けられた座頭 一計を案じ、舟遊山にかこつけた密会を催したも であったことが明かされる。（巻中）市谷の辺りに住む奥田某は五〇歳を過ぎるも夫婦に子がなく、男子が授かるようにと浅草観音に参籠して た六月一八日の夜 女房は夢の中で、月が割れてその片輪 胎内へ入るのを見 懐妊する。女房は女子を出産し、娘は桂の姫 名付けられて美しく成長するが、一五歳の一〇月に俄に懐妊する。お側仕えの女房たちには心当 もなく、奥田は娘の姥 事情を問わせたところ、娘が答える 、去年の八月一七日の月見 夜、一七、 八歳の美麗 若衆 夢に現れ閨を訪れて以来、毎夜夢路を通い続けること二年、契りが重なり今日に至との返事。夫婦は娘の狂言と怒るも、牛王の誓文を立てる娘を信じお産に備え、八月一八日 曙に無事出産する。しかし、生れ出たの
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御盃て一つまいりませ てもらせこなたへもくたされおあひて若や申へきなときやうけんしさかつき 取あ けるかいや爰はまた目くらものに御めんあれとてお若原 さし出す小人は見しより へ
く
に成

































































































































































第 四 図 第 三 図








































































































































































































































































































































































第 八 図 第 七 図







































































」 （序文中） 、 「密告の人和気」 （巻上・尾題） 、 「みつ漬の人和気」
（巻中・目録題） 、 「蜜漬の人和気」 （同・尾題）が確認できる。本稿においては柱題に「蜜」と刻されていることを考慮して、序文中に記される「蜜漬の一曲（みつづけのいっきょく） 」 便宜上書名として採用したが、野間氏（備考参照）掲出の書名も参考 して併記した。　
序文や本文の内容を勘案すると、書名には市井の色恋沙汰を素材と




































　「身継の人和気 「身継」 「実情五人和気」 。
構成
　














　「両国の花火踊りの船」の挿絵は巻上にあり、構成や本文内容に関しても現存本で確認できるものもあるが、外題・内題や作者については確認することが きない。現在未詳の下巻（種彦によれば二冊仕立て）にそれらの事実 認められる可能性は否定できないものの、現存本が種彦披見本であった確証は く、種彦披見本が現存本の改題・改竄本であることや（もちろんその逆の場合もあり得る） また両者ともが初印 等の改題・改竄本である可能性も捨て切れない。したがって、作者「一慰軒」なる者が初印本当初からの作者であったかは不明としか言い得ず、種彦披見本にはそうした記載が残され いたとする他はなかろう。　一慰軒の著作とされるものは、管見の限りでは本書以外に確認する








































































絵師／菱河吉兵衛師宣／大伝馬町三町目／鱗形屋開板」 ）が広く知られるが、 今日ではそれが延宝八年刊の『年中行事之図』 （原題名は未詳。「延宝八申歳七月吉日／大和絵師菱川師宣／柏屋与市開板」 ）の再刻本であることが判明している
（３）
。また 『やまとの大寄』 も挿絵の一部に 「天
和二年七月朔日」と記される「大伝馬三町目／鱗形屋開板」本が知られるが、 『好色本目録』には次のように紹介されている（なお、国文学研究資料館蔵写本『春画好色本目録』により、 『新群書類従』本の□の箇所を補った） 。
月 次 の あ そ び











































































桂おとこ』は貞享元年三月に松会から出版されていたが、ちょうどその時、師宣の挿絵が施された江戸版『好色一代男』 （ 「貞享元甲子暦三月上旬／日本橋南弐町目川瀬石町／川崎七郎兵衛板行」 ）が刊行される。貞享三年三月は江戸版浮世草子にとっ その幕明けと言うべき画期となるが、それとほぼ歩調を合わせるかのように、江戸に「地本屋」と称する本屋 出現し、 『江戸図鑑綱目』 （ 「元禄二己巳天初春／書林／江戸／相模屋太兵衛」 ）に初めて松会三四郎・山本九左衛門・鱗形屋三左衛門・鶴屋喜右衛門・山形屋市郎右衛門の五店が掲載される。　
本書との関係性が窺える松会・鱗形屋がいずれも元禄初頭に地本屋
として登場しているこ は興味深いが 松会は江戸版浮世草子に先鞭を付け、鱗形屋は天和期頃から急速に師宣絵 の出版に傾斜す ようになる
（８）
。そうした趨勢にあった当時の江戸の出版界において、本書は
貞享・元禄初め頃の地本屋の動向をある意味象徴的に体現した好色本浮世草子と位置付けることができそうで 。
注（１）図版とともに『新編稀書複製会叢書
　
第
34巻』（臨川書店、平
　
３）による。なお、後述する『年中行事之図』（『「菱川師
　
宣」展図録』千葉市美術館、平
12）にも該当箇所は存在する。
（２）注（１）による。（３）佐藤悟氏「『菱川月次のあそひ』初板本の発見と報告」（『書
　
誌学月報』第
25号、昭
61・３）。
（４）注 １ 『図録』解説。（５）注（３）佐藤氏は、貞享末年には柏屋が廃業し、貞享年間に板
　
株をすべて鱗形屋へ譲渡した可能性について言及されている。
（６）
『石川流宣画作集
　
上巻』（古典文庫、平７）。
（７） 『やまとの大寄』鱗形屋版が柏屋版の求版本か再刻本であるか
　
は不明。
（８）柏崎順子氏「鱗形屋」 『言語文化』
47、平
22・
12）。
（二〇一八年十月一日受理）
（ふじわら
　
ひでき
　
文学部日本・中国文学科教授）
本研究はＪＳＰＳ科研費１７Ｋ０２４５８の助成を受けたものです。
二五
江戸版浮世草子『蜜漬の一曲（みつ漬の人和気） 』 （巻上・中）

